
人
た
ち
へ
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
サ

ー
ク
ル
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ハ
ン
デ
ィ
を
持

っ
た
人
た
ち
へ
の
正

し
い
理
解
、
共
感
の
輸
を
広
げ
、
地

す
る
た
め
の
失
業
給
付
を
行
い
ま
す
。

②
労
働
者
の
職
業
安
定
の
た
め
の
失

業
予
防
、
雇
一
用
機
会
の
増
大
、
雇
用

構
造
の
改
善
、
労
働
者
能
力
の
開
発

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
断
酒
会
〉

と

き

l
毎
週
木
曜
日
午
後
七
時

か
ら
九
時

上
回
友
の
会

(
消
費
者
団
体
)
で

は
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
中
学
校
三

年
生
ま
で
の
子
供
き
ん
を
対
象
に
、

上田市

(大手一丁目11番16号}
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家庭婦人水深教室

令川
μ

広 報

』長

初心者の家庭婦人を対象とした「家庭婦人水泳教室」が、 7月16日から 19日まで市営プールで聞か

れました。参加した皆さんは、水中ゲームなどをして水に慣れたあと、手足の使い方や息つぎの仕方
などを習いました。

て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用
く
だ
さ
い

と
き
・
:
毎
月
第
一
金
曜
日
午
後

一

時
三
十
分

と
こ
ろ
;
・
上
回
市
福
祉
会
館

市民の動き

( 7月1日現在)

(+ 105) 

(+ 65) 

(十 40)

(+ 51) 

116，284人

男 56，779人

女 59，505人

世帯数 36，458世帯

( )内は前月比です。

総人口

主な内容

創造館まもなく完成一..
"L ~ーージ

第10回部落差別をなくす市民大行動……………・……;ペーっ

取り引き・証明用計量器の定期検査・ 4・5べ-;_.;
みんなで寄附の 3ない運動を高めよう ・・・・・・・・・・・・・・・・・....hべ--/

結核レントゲン検診日程表 ・・ ・・ 7・jペーら
カメラレポ・・

'.9ページ
お知らせ・・・

一1O~13ページ
おくやみ・・・・ …14ペーリ
国民年金特集・ 特集 1 ~4 ぺ-L
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もなく完成創造館ま

水
五
勉
さ
ん
が

4
4
4
4

日念
講
演

第
叩
回
部
落
差
別
を
な
く
す

上
田
市
と
小
県
郡
の
四
町
三
村
で

組
織
し
て
い
る
上
小
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
(
組
合
長

・
永
野
上
田
市

長
)
で
は
、
市
内
倉
升
の
長
池
跡
地

に
「
創
造
館
」
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

五
十
九
年
七
月
工
事
に
着
工
以
来
、

こ
の
十
二
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、
現

在
、
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

創
造
館
は
、
上
小
広
域
圏
の
文
化
中

核
施
設
と
し
て
文
化
、
教
育
、
体
育
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
複
合
機

能
を
備
え
た
施
設
で
す
。
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
国
の
田
園
都
市
中
核
施

設
整
備
事
業
の
補
助
お
よ
び
県
の
文

化
公
園
施
設
整
備
事
業
の
補
助
を
受

け
て
い
ま
す
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り

(一

部
鉄
骨
造
り
)
地
下
一
階
、

地
上
四
階
、
屋
上
三
階
(
天
体
観
測

室
)
で
、
延
床
面
積
は
七
千
三
十
二

・

八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
事
業
費
は
二

十
二
億
五
千
万
円
で
す
。

ロ
メ
ー
ト
ル
ド
ー
ム
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

建
物
は
三
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
各
ブ

ロ
ッ
ク
の

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す

中
央
ブ
ロ

ッ
ク
の
一
階
に
は
、
上

J
巾
a

凶

岨

体

阻

河

田

h

ゐ
M
決
附
H
円

同

位

wh
-K

-

F

l

l
 

研
究
会
な
ど
を
行
う
歴
史
民
俗
資
料

館
が
で
き
ま
す
。
二
階
に
は
各
種
の

絵
画
な
ど
を
展
示
す
る
美
術
館
、
三

階
に
は
視
聴
覚
の
教
材
が
利
用
で
き

る
視
聴
覚
室
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
あ

り
ま
す
。
四
階
に
は
、
児
童
科
学
館

の
メ
イ
ン
と
な
る
科
学
実
験
室
や
十

二
メ
ー
ト
ル
ド
ー
ム
の
中
で
天
体
の

学
習
が

で
き
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、

展
示
場
な
ど
が
置
か
れ
ま
す
。
屋
上

に
は
、
天
体
望
遠
鏡
を
備
え
た
天
体

観
測
室
が
で
き
ま
す
。

向
っ
て
右
側
の
ブ
ロ

ッ
ク
は
、
文

化
ホ

l
ル
や
管
理
セ
ン
タ
ー
と
な

っ

て
い
ま
す
。
文
化
ホ

l
ル
は
多
目
的

ホ
l
ル
と
し
て
、
講
演
会
、
式
典
、

各
種
大
会
、
そ
し
て
音
楽
会
、
映
画

会
、
演
劇
会
な
ど
に
広
く
利
用
で
き

る
施
設
で
す
。

左
側
の
ブ

ロ
ッ
ク
は
体
育
館
で
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な

ど
の
室
内
競
技
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

場
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
創
造
館
の

周
り
の
整
備
も
ま
も
な
く
始
ま
る
予

定
で
す
。

創
造
館
は
、
子
供
た
ち
の
学
習
の

場
と
し
て
、
ま
た
諸
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
み
ん
な
に
大
い
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う。

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
っ
て
、
人
権
は
国
民
等
し
く
ヴ
で
尽

き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
民
主

主
義
の
基
底
で
あ
る
。
わ
が
国
は
政
治
の
民
主
化
・
社
会
・
経
済
・
文
化
の
近

R
乙
f

て

F
I
E
-'是

|E」
l-101r
rp
b
r
卜
|
向
」
モ
疾
ご
わ
7
同
・・
「
生
旨
掠



勉
さ

第
叩
回
部
落
差
別
を
な
く
す

市
民
大
行
動

七
月
十
七
日
、
「
第
十
回
部
落
差
別

を
な
く
す
市
民
大
行
動
」
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
今
年
は
記
念
す
べ
き
第
十

回
と
い
う
こ
と
で
、
作
家
の
水
上
勉

き
ん
を
お
迎
、
え
し
て
、
「
人
間
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
、
六
十
団
体
を
含
む
約

千
七
百
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
集
会
で
、

永
野
市
長
は
「
人
聞
が
人
聞
を
差
別

す
る
こ
と
の
不
当
き
、
自
由
と
人
権

だえつ

集会終了後、参加者会員で行われた大行動

一(3)一一一昭和60年 8月 1日 広報

を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
大
き
を
全
市
一

民
あ
げ
て
深
く
心
に
銘
ず
べ
き
だ
と
一

思
い
ま
す
。
本
日
、
御
参
集
い
た
だ
一

き
ま
し
た
皆
様
方
は
、
同
和
問
題
解
一

決
の
た
め
、
進
ん
で
市
民
の
先
頭
に
一

立
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
お
願
一

い
申
し
上
げ
ま
す
」
、
と
あ
い
さ
つ
し
一

ま

し

た

。

一

続
い
て
、
作
家
の
水
上
勉
さ
ん
一

を
お
迎
、
え
し
て
、
「
人
間
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
一

た
。
水
上
さ
ん
は
、
一
時
間
三
十
分
一

に
わ
た
っ
て
人
間
尊
重
に
つ
い
て
切
一

切
と
訴
、
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
尊
重
の
一

輪
を
広
げ
よ
う
」
「
市
民
総
く
る
み
で
一

部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」
「
『
部
落
解
一

放
基
本
法
』
制
定
を
実
現
し
よ
う
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
認
、
そ
し
一

て
大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で
決
議
し
一

ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
市
内
行
進
に
移
り
一

参
加
者
全
員
か
三
つ
の
コ
ー
ス
に
分
一

か
れ
て
、
部
落
差
別
の
完
全
撤
廃
を
…

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

し
て
み
ん
な
に
大
い
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
、
フ
。

会

人
聞
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
っ
て
、
人
権
は
国
民
等
し
く
尊
議

き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
民
主

主
義
の
基
底
で
あ
る
。
わ
が
国
は
政
治
の
民
主
化
・
社
会
・
経
済
・
文
化
の
近

代
化
が
大
き
く
進
展
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
民
族
で
あ
り
同
一
生
活
様

式
の
中
に
生
き
な
が
ら
、
権
力
者
が
同
胞
の
一
部
を
極
端
に
蔑
視
し
た
り
、
生

き
る
権
利
を
奪
っ
た
歴
史
の
因
習
が
い
ま
だ
に
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
緊

急
な
国
民
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
特
別
措
置
法
が
施
行
き
れ
て
以
来
十
六

年
、
上
田
市
行
政
は
関
係
機
関
、
団
体
な
ど
と
協
力
し
て
、
法
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
環
境
整
備
・
教
育
・
社
会
福

祉
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
は
一
定
の
進
展
を
み
た
も
の
の
、
今
日
な
お
差
別
事

象
の
発
生
を
み
る
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

本
日
、
こ
の
集
会
に
あ
た
り
、
人
聞
が
人
聞
を
差
別
す
る
こ
と
の
不
当
さ
、

人
聞
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
と
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
大
き
を
、
改
め
て
深

く
心
に
銘
ず
る
と
と
も
に
、
封
建
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と

長
年
に
わ
た
り
、
生
き
る
自
由
を
抑
え
ら
れ
、
差
別
の
重
圧
に
苦
し
み
続
け
て

き
た
一
部
の
同
胞
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
世
界
の
す
う
勢
に
反

す
る
現
実
を
完
全
に
無
く
す
こ
と
こ
そ
、
今
日
の
上
田
市
民
の
課
題
で
あ
り
、

市
民
一
人
一
人
の
日
常
生
活
の
最
高
の
念
願
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
改

善
対
策
特
別
措
置
法
の
時
限
も
あ
ま
す
と
こ
ろ
一
年
余
と
な
り
、
法
期
限
内
に

わ
れ
わ
れ
の
願
い
を
果
し
、
完
全
解
放
を
勝
ち
取
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
し
土
が
っ
て
、
現
行
法
を
発
展
的
に
継
続
す
る
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の

制
定
を
図
る
た
め
に
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
傾

け
る
こ
と
は
現
下
の
急
務
で
あ
る
。

よ
っ
て
本
日
こ
こ
に
市
民
団
体
な
ら
び
に
関
係
行
政
機
関
あ
げ
て
「
部
落
差

別
を
な
く
す
市
民
大
行
動
」
を
催
し
、
参
加
者
一
同
進
ん
で
市
民
の
先
頭
に
立

つ
べ
く
、
集
会
を
聞
く
と
と
も
に
、
行
動
を
通
し
て
部
落
差
別
の
撤
廃
を
全
市

民
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
行
動
を
今
日
一
日
に
し
て
終
ら
せ

る
こ
と
な
く
、
全
市
域
全
家
庭
に
向
け
て
拡
大
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
部
落
差
別

撤
廃
の
念
願
を
こ
め
て
、
わ
れ
わ
れ
一
人
一
人
が
そ
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を

改
め
て
決
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
宣
言
す
る
。

昭
和
六
十
年
七
月
十
七
日

第
十
回
上
田
市
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動



取
り
引
き
・
証
明
用

計
量
器
の
定
期
検
査

だ 昭和60年 8月1日一一一 (4)ー

計
量
器
を
取
り
引
き
(
商
品
の
売

買
、
運
送
、
医
薬
品
の
調
剤
、
農
産

物
の
売
買
な
ど
)
に
使
用
す
る
皆
さ

ん
は
、
そ
の
計
量
器
の
定
期
検
査
を

一
年
に
一
度
、
受
検
す
る
こ
と
が
計

量
法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す。
こ
の
検
査
は
、
使
用
段
階
に
お
け

る
計
量
器
の
正
確
さ
を
維
持
す
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
秩
序
を
守
る
た
め

に
必
要
な
も
の
で
す
。
今
年
は
、
計

量
器
の
定
期
検
査
を
下
表
に
よ
り
実

えつ広報

商
工
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
転
廃
業
な
ど
で
計
量
器
を

使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
計
量

係
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

施
し
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
皆
さ
ん

は
、
最
寄
り
の
会
場
で
必
ず
お
受
け

く
だ
さ
い
。

な
お
、
計
量
器
が
二
十
台
以
上
あ

る
場
合
、
建
物
な
ど
に
取
り
付
け
て

あ
る
場
合
、
ま
た
は
光
電
式
は
か
り
、

電
気
抵
抗
線
式
は
か
り
の
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
出
張
検
査
も
行
い
ま
す
。

出
張
検
査
を
御
希
望
の
皆
さ
ん
は
、

「
所
在
場
所
検
査
承
認
申
請
書
」
を

九
月
七
日
出
ま
で
に
、
商
工
課
計
量

係
へ
御
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

検
査
で
の
注
意
事
項

一250円

-・450円

....・800円

....1，300円

・・ .2.100円

泉団地区午後 1:30-3 :30 自富民/;¥. 
ムa、泉 田

鈴 東塩田地区午前 9:30-11 :30 民
ノ戸、
山子8月20日(火)

西塩田地区午後 1:30-3 :30 自官.6.. 
コエ:!j; 西 田

O
検
査
に
は
、
五
ペ

ー
ジ
の
と
お
り

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

O
分
銅
や
増
お
も
り
は
、
計
量
器
と

い
っ
し
ょ
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

O
計
量
器
は
、

よ
く
掃
除
を
し
て
き

て
く
だ
さ
い
。

O
合
格
し
た
計
量
器
に
は
、
下
の
よ

う
な
「
合
格
ス
テ
ッ
カ
ー
」
が
は

ら
れ
ま
す
。

こ
の
検
査
を
受
け
な
い
場
合
、
計

量
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
:
・
商
工
課
計
量
係
官

中t1，t田I也区

北部地区

南部 地 区

午前 9:30-11:30 塩田解放会館

本目

新田区民会 館

南 天 神町公会堂

閣染

8月21日(7)¥)
50円

城下地区中村自 治会館 " 
東部地区上回点字図書館 " 

西

午前 9: 30 -11 : 30 I川辺地区.6、
Z三

民

町

/.入
ムA

辺

音日

⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
3
、
有
線

②
0
7
4
5
 

上 回 卸商業会館

市役所計量検査室

上 野 が丘公民館

.w. 
孟

.6.. 
:z::;; 

" 

/;¥. 
ふ」、屋大

60年合格ステッカー

市全

" 

/1 

" 
" 

" 



第 940号~

定期検査を受ける計量器と検査手数料額

f三えつー (5)一一一昭和60年 8月1日 広報

古~力 (ひょう比)および千数料

ほ討をこえるもの
感量が J ......250円

ひょう量の l~ーの l のI 10，000 v ノ Uν ，

状(主なもの)形

(調
剤
用
天
び
ん
)

手動 天びん

(分銅を含む)

量質

( 50kg以下一一-一

ひょう量 ~ 100kg以下

l山 gをこtz一「
棒はかり

(おも りを含む)

能力を問わず

1台につき ・.上ヒ等

Jluj 

能力を問わず

1台につ き

7)" 

そ の 他

皿手動は かり

(分銅およぴ増)
おもりを含む/

増おもりのθ
(jf:)fO 

-・・250円100kg以下..

200kg以下

500kg以下・..........・800円

1 t以下........1，300円

2 t以下 …..一2，100円

.450円

ひょう量
台手動はかり

(増お もりを含む)

50円増おもり…

直線目盛のもの

1台につき… 100円

m門
閉

門

m門

n

u

n

v

A

H

υ

 

E

d

E

d

n

H

u

 

n
y
b
a
n守

n
M
U

下

下

下

以

以

以

p

b

σ

b

p

b

 

L
A

B
K

巴

L
A

A
H
v
n
H
V
A
H
V
 

ヘJ
J
A
H
υ
n
H
V
A
H
V

〆
U

'
E
A
n
4
p
h
d

J
U

r
i
l
l
1
1
1
1
1
1
、

の
田
富
一

他

う

の

よ

そ

ひ指示はか

50円銅....

光電式はかり 1台につき・……800円

電気抵抗線式はかり
30kg以下 1台につき....・ H ・..700円

分

ミl三 l

光 電 式 はかり

電気抵抗線式

はかリ



だ 昭和60年 8月1日一一一(6)ー

V贈らない・求めない・受けとらない，

え広報う戸第 940号
940号ーー

仏んなで寄附の3ない運動を高めよう
い形

(選挙管理委員会合⑫4100内線571) 

衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
、
県
、

市
町
村
議
会
の
議
員
お
よ
び
長
の
職

に
あ
る
人
、
ま
た
こ
れ
ら
の
職
の
候

補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
人
(
ま
だ
意

志
表
示
は
し
て
い
な
い
が
、
本
人
の

言
動
な
ど
か
ら
立
候
補
め
意
志
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人
)
を
、
公
職
選

挙
法
は
総
称
し
て
「
公
職
の
候
補
者

等
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
「
公
職
の

候
補
者
等
」
は
、
時
期
や
選
挙
に
関

係
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の

よ
う
な
名
目
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
区

内
に
い
る
人
に
対
し
寄
附
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
た
だ
し
、
親
族
な
ど
一
部
例
外
を

除
き
ま
す
。)
ま
た
、
選
挙
区
内
に
い

る
人
は
、
「
公
職
の
候
補
者
等
」
に
対

し
て
寄
附
を
勧
誘
し
た
り
、
求
め
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

寄
附
に
は
、
金
銭
ば
か
り
で
な
く
、

物
品
、
そ
の
ほ
か
の
財
産
上
の
利
益

も
含
ま
れ
、
世
間
一
般
の
常
識
よ
り

も
か
な
り
範
囲
が
広
く
、
日
常
の
社

交
的
、
儀
礼
的
な
金
品
の
供
与
も
含

ま
れ
ま
す
。

禁
止
の
一
例

。
ぉ
中
元
や
お
歳
暮
、
花
輪
、
供
花
、

香
典
、
病
気
見
舞
い
、
出
産
見
舞

い
、
銭
別
、
結
婚
祝
い
、
入
学
祝

い
な
ど

O

名
人
り
で
団
扇
、
カ
レ

ン
ダ
ー
、

て
贈
る
こ
と

O
お
祭
り
な
ど
の
寄
附
、
町
内
会
の

催
し
に
対
し
協
賛
金
や
賛
助
金
を

支
出
す
る
こ
と

O
国
会
見
学
な
ど
の
際
に
、
み
や
げ

を
配
る
こ
と

O
選
挙
区
内
の
ほ
か
の
選
挙
の
侯
補

者
に
、
政
治
献
金
や
選
挙
献
金
を

す
る
こ
と

O
当
該
市
町
村
、
県
、
園
、
社
会
福

祉
施
設
な
ど
へ
の
寄
附
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

O
こ
の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
名
目
で

あ
っ
て
も
寄
附
行
為
と
み
な
さ
れ

る
も
の
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
広
範
囲
に
わ
た
る
寄

附
が
禁
止
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
種
の

寄
附
が
選
挙
に
金
の
か
か
る
主
要
な

原
因
の
一
つ
で
あ
り
、
選
挙
の
公
正

を
欠
く
も
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

選
挙
の
公
正
を
確
保
し
、
金
の
か
か

ら
な
い
き
れ
い
な
選
挙
を
確
保
す
る

た
め

H

贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受

け
と
ら
な
い

。
を
寄
附
の
三
な
い
運

動
と
呼
ん
で
、
趣
旨
の
徹
底
を
図
っ

て
い
ま
す
。ミ

。

の適

て、

入っ

年金

老

齢

基

礎

年

金

家
庭
に
あ
る
中
毒
を

起
こ
し
ゃ
す
い
物
質
②

。、.ノ

家
庭
に
あ
る
中
毒
を
起
こ
し
ゃ
す

い
物
質
で
断
然
ト

ッ
プ
な
の
が
、
タ

バ
コ
で
す
。
大
人
が
口
に
く
わ
え
て

い
る
の
を
見
て
、
食
べ
ら
れ
る
物
だ

と
思
い
口
に
入
れ
て
し
ま
う
乳
幼
児

が
多
い
た
め
で
す
。

タ
バ
コ
の
有
毒
成
分
は
、
ニ
コ
チ

ン
で
す
。

一
本
の
タ
バ
コ
の
中
に
約

十
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
含
ま
れ
て
い
て
、

致
死
量
は
小
児
で
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
で

す
。

一
本
の
タ
バ
コ
が
乳
幼
児
の
命

を
奪
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ニ
コ
チ

ン
が
水
に
溶
け
出
し
た
物
を
飲
ん
だ

場
合
は
、
特
に
危
険
で
す
。
ジ

ュ
ー

ス
な
ど
の
空
き
缶
を
灰
血
代
わ
り
に

す
る
の
は
、
避
け
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
乳
幼
児
が
誤
っ

て
タ
バ
コ

を
食
べ
た
り
飲
み
込
ん
で
し
ま

っ
た

場
合
、
少
量
だ
っ
た
ら
ま
ず
心
配
は

い
り
ま
せ
ん
。
大
量
の
牛
乳
か
卵
白

一
個
を
飲
ま
せ
一
時
間
ぐ
ら

い
様
子

を
み
て
く
だ
さ
い
。
量
が
多
い
場
合

は
、
吐
か
せ
た
あ
と
医
師
に
御
相
談

く
だ
さ
い
。

次
回
は

「防
虫
剤
」
で
す
。

へ
資
料
提
供

1
上
回
薬
剤
師
会
含
⑬

受けとらない

タ

求めない

と
き
に
主
給
さ
れ
ま
す
一
成
'
れ
の

附
中
古
年
全
と
附
引
制
制
勾
全
を
あ

わ
せ
た
形
て
す
)

人
以
ト
ぃ
刀
と
主
は

に
八
一
U
川
加
位

コ人

m
f
・
，
レ
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年 金制度
だく特集〉えつ

し
一 (1)一一一 昭和60年 8月1日一一一一広報

新
阿部注何日スター11
0一昭和61年4月から、新 しい形

の年金制度が実施されま す。

0 

色名い
紙入 な
、りど

表で
彰団Z
杭扇ゎ

記カ
念レ
品ン
をダ
つ |

It 

れは、高齢化が最も厳しくなる21世紀前半を乗り切るため、給付・負担水準の適

正化を大きな目的としています。

0-ニの改革の大きな特徴は、将来公的年金を一本化しようという方針にそって、

「基礎年金」を設けることです。厚生年金に入っ

自営業など、 20-----60歳の人はすべてこの基礎年金

厚生年金と国民年金に共通する

ているサラリーマンやその妻、

に加入することになります。

老

齢

基

礎

年

金

0一国民年金に加入していた人は、基礎年金に入ることになります。

ー
、
六
十
歳
未
満

(
昭
和
六
十

一
年

四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
満
年
齢
)

の
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
(
現
行
の

老
齢
年
金
に
あ
た
る
も
の
で
す
)

65歳から

年額60万円

ただし20ー印歳

まで40年間保険

料を納付した場
b.. 
Cコ

2
、
月
額
五
万
円
(
昭
和
五
十
九
年

度
価
格
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
保

険
料
納
付
の
不
足
期
聞
が
あ
る
場

合
に
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

3
、
二
十
五
年

(
最
低
)
の
資
格
期

聞
が
必
要
で
す
。

障

害

基

礎

年

金

1
、
被
保
険
者
が
障
害
者
に
な

っ
た

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

(
現
行
の

障
害
年
金
と
障
害
福
祉
年
金
を
あ

わ
せ
た
形
で
す

)

|級 年額75万円

2級 年額60万円

2
、
初
診
日
前
に
保
険
料
納
付
済
期

間

(
保
険
料
の
免
除
期
間
も
含
み

ま
す
)
が
、
加
入
期
聞
の
三
分
の

二
以
上
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

3
、
二
十
歳
前
に
障
害
者
と
な

っ
た

人
(
既
裁
定
の
障
害
福
祉
年
金
受

給
者
を
含
み
ま
す
)
も
二
十
歳
以

後
の
障
害
認
定
日
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す

4
、
受
給
資
格
を
得
た
と
き
に
、
そ

の
被
保
険
者
に
よ

っ
て
生
計
を
維

持
し
て
い
た
十
八
歳
未
満
の
子
ま

た
は
二
十
歳
未
満
の
障
害
者
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
子
が
一
人
の
と

き
十
八
万
円
加
算
さ
れ
ま
す
。
(
三

く
だ
さ
い
。

次
回
は
「
防
虫
剤
」
で
す
。

へ
資
料
提
供

1
上
回
薬
剤
師
会
谷
⑪

6
6
5
5
)
 

人
以
上
の
と
き
は

-
人
情
寸
ニ
ど

に
六
万
円
加
算
)

遺

族

基

礎

年

金

1
、
被
保
険
者
ま
た
は
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
た

人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の
人

に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
チ
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

(
現
行
の

母
子
・
遺
児
・
母
子
福
祉
年
金
を

統
合
し
た
形
で
す
)

2
、
被
保
険
者
の
死
亡
に
つ
い
て
は
、

死
亡
し
た
日
の
属
す
る
月
前
に
、

死
亡
し
た
人
の
保
険
料
納
付
済
期

間
(
保
険
料
免
除
期
間
を
含
み
ま

す
)
が
三
分
の
二
以
上
な
け
れ
ば

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

年額60万円

および子の

加算額 (障

害基礎年金
と同額)
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両
軍
司
圏
直
私
の
質
問
箱

-F
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
そ
の
妻

4
は
、
こ
れ
か
ら
墓
礎
年
金
の

保
険
料
存
納
め
る
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

え

サ
ラ

リ
ー
マ
、
/
や
そ
の

k

て
あ
ゥ
て
一
-
|
此
以
ト
しパ
ト

九
本
仙

の
人
は
、
新
し
い

川
民
年
令

制
山
の
ド
で
は
、
す
べ
て
焔
制
加
入

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

こ
れ
ら
の
人
の
っ
ち
、

川小
中
年
令

の
被
保
険
行
に
よ
り
生
討
を
紺
比付
さ

れ
て
い
る
行
は、

m
a二リゲ
被
保
険
析

と
さ
れ

そ
の
人
に
つ
い
て
の
白
川
刊

は
、
一
山叩
生
年
八
収
似
険
制
度
か
ら
同
日
比

年
金
制
度

に
ま
と
め
て
拠
出
さ
れ
る

た
め
、
例

々
の

人
が
保
険
料
を
納
付

す
る
必
裂
は
な
く
な
り
ま
す

一
打
、

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の

K
で
も

川
分
'l
'U
切
が
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
で
あ
れ

は
、川中
小
ぃ
年
全
保
険
の
被
保
険
折

(川

代
年
ふ
いれ
の
抗
ニ
ザ
被
保
険
折
)
と
し

て
り
生
年
令
似
険
の
保
険
料
を
納
付

す
る

こ
と
に
な
り
、
ま
た
、

什
営
業

を
甘
ん
で

い
て
作
牛
年
金
保
険

の
被

扶
長
い
れ
と
な
り
、
え
な
い
左
の
場
介
に

辻
、
市

-
U以
内
保
険
円
と
し
て
A
l
b
z

J‘ 
つ広報

て
ど
お

リ
川
民
年
ふ
いれ
の
保
険
料
を
納

付
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す

竹川
牟

44U
被
保
険
行
に
州
中
ー
す
る
人

は
、
川
別
の
似
険
料
納
付
は
い
ら
な

く
な
り
ま
す
か
、
な
に
も
し
な
く
て

固/民/年/金/法/の/政/正
(第3号被保険者)

夫の厚生年金

制度から まと

めて拠出、市

町村に届け 出

をすれば、 保

険料を納めな

くて よい

夫が厚生年金加入、

妻は家事に専念

940号ー

: 30-1 0: 00 

:20-10:50 

: 10-11 :40 

: 10-2: 10 

:30-10・。。
:20-10:50 

10-11:40 

10-1 :40 
-ーーーーー』一一一ー』

30-9 :50 

10-10:40 

12:00 

-2 :30 

-10・。。
-11 :00 

-2 :00 

も
よ
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん

将
米
、

年
八中
を
正
Mm
に
交
け
る
た

め
に
は
、

第
一
号
被
保
険
者
の
人
と

(第 1号被保険者)

サラリーマンの妻で

自営業を営む

同
権
に
第
三
号
被
保
険
者
と
な
っ
た

と
き
、
ま
た
は
第
三
号
被
保
険
者
で

な
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、
そ
の
都
度
、

正
確
な
届
け
出

を
山
役
所

に
し
て

い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

-Z
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
、

4
今
ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
疋
者
の
年
金
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

h
①

サ

ラ

リ
ー

マ
ン
の

ぷ
は

i

こ
れ
ま
で
は
同
日
比
年
金
は

油
川
除
外
と
さ
れ
て
お
リ
、
希
望

す
る
人
の
み
任
ぷ
加
入
で
き
る
抜

い
て
し
た
が
、
改
正
法
に
よ
り
地

行
日
以
後
は
、

宅
一トl
川崎
以
上
a

ハ
ト

収
本
州
て
あ
る
人
は
、

強
制
川
人

す
る
こ
と
と
主
り
ま
す

②
左
附
ぷ
礎
年
金
の
受
給
要
件
は、

原
川
と
し
て
保
険
料
納
付
前
期
間

な
ど
を
ん
H

作外
し
て
二

十
一h
年
(
昭

和
行
一
年
四
月

一
H
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
に
つ
い
て
は
、

中
年
川

H
に
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60年度結核レントゲン検診日程表 (8月26日'"'-'10月22日)

※太字の会場では、一般健康診査も同時に行います。

f三えつー (7)一一一 昭和60年 8月1日 広報

夫

月日 検 診 会 場 対象 地 区 検診時間 月日 検診会場 対象地区 験"念日干!問

下郷生活改善センター 下 郷 前9・30-10:00 入 組 事 務 所 入 ~Jl 前9:30-10:00 

|日 豊 殿 支 所 宮 之 上 10: 30-11 :00 室賀基総集落センター 中 組 10・20-10:50

豊般地区転作促進研修センター 岩 ;青 水 11 :30ー12:00
月9 

原 組 事 務 所 原 組 11: 10-11 :40 

矢 沢 ~ 、i 民 矢 沢 後1:30-2 :00 同 ~ 民 館 岡 後 1: 10-2 : 10 
月8 2 

赤 坂 F品: 民 館 赤 坂 2 :30-3 :00 日 和合消防庫前 和 i口h、前9:30-10:00 
26 (月)
日 漆 P F晶、¥ 民 館 漆 戸 前9:30-10:00 ひばりが丘生活センター ひ ば り が 丘 10:20-10:50 
(月)

農 協豊里事業所 井 回 10: 30-11 :00 |日 室 R 支 所 本組 ・上手組 11・10-11:40

森 ~ ‘¥ 民 飽 森 11 :30-12:00 下室賀生活改善センター 田中組・神宮寺組 後 1: 10-1 :40 

長 入 :L、‘1 民 長 入 後1:30-2 :00 議之木自治会館 E量 之 木 前9:30-9 : 50 

大日木公民館 大 日 木 2 :30-3 :00 越 P ~ 民 館 越 戸 10: 10-10:40 

町 吉 田 公 民 館 町 =Et コ 国 前9:30-10・00 月9 浦 野 ~ 民 館 浦 野 11 :00-12・00

桜 台学童会 館 桜 ー口ム 10: 20-10: 50 3 仁古田公民館 古 国 後 1:30-2 :30 

中
日

集 荷 所 ;貢 前9:30-10:00 
月8 

中吉田公民館 =Etコz 国 11: 10-12:00 (火) 須 JIj JIj 

林之郷公民館 H 之 郷 後 1:30-2・00 朝 日 ケ丘 児 童館 朝日ケ丘 10: 30-11 :00 
27 
日 上 青木公民 館 上 青 木 前9:30-10・00 )11 辺 町 dzbz h 館 )11 辺 町 後12:30-2・00
(刈

梅が丘 自治会集会場 梅 が 丘 10:30-11 :0。 御 所 ~ 会 M昌己~ 御 所 前9:30-11 :00 

古里地区変大E等生産振興センター 笹 井 ・ 川 原 11・30-12:00 牧 ム~、 民 ~~ 11: 20-12:10 

下 吉 田 公 民 館 下 τtt コ 田 後 1:30-2・00 月9 諏訪形公会堂 諏 訪 形 後 1: 30-2 :30 

下 青 木 公 民 館 下 三同主 木 前9:30-10:00 4 半過区民会館 上 半 過 前9:30-10:00 

みすず台 北第 1集会場 みすず台北・ 南
日

10:20-11:10 (水) 下 半過集会場 下 半 過 10: 30-11 :00 

月8 
久保 林 公 民 館 久 保 林 11:30-12:10 泉田山口集会場 泉田山口 11:00-12:00 

大屋公会堂 大 屋 後 1:30-3 :00 中之条公会堂 中 之 条 後 1:30-3・00
28 
日 上 堀 ~ 民 館 上 堀 前9・30-9 :50 横 山 作 業 所 横 山 前9・30-10:00
(水)

下堀 火の見下 下 堀 10:10-11:10 小泉区民会館 泉 10:30-11 :30 

上 沢 ~ 民 館 上 沢 1 1 : 30 -1 2: 00 
月9 

東築地公会堂 東 築 地 後|・00-1 :30 

国 分 公 民 館 国 分 後 1:30-2 :30 築 地 火の見下 築 tt!! 2・00-2・30
5 

染 屋 ノ品、¥ 会 堂 染 屋 前9:30-10:20 日 下之 条集荷所 下 之 条 前9:30-10・30

岩 門 n晶¥ 民 館 石"-' 門 10:40-11 :20 
(木)

泉 国 ~ 、 民 館 福田・吉田 11 :00-11・30

2月8 9 

黒 坪 ~ 民 館 黒 土平 11 :50ー12:10 吉 回 ~ 、 民 館 =ロt 回 後 1:00-2・00

岩 下 ~ 民 館 z』uz 下 後 1:40-2 :30 日向区民会館 日 向 2 : 30-3 : 00 

日 畑 山生産合理 化施 設 畑 山 前9:30-10:00 上田原自治会館 上 国 原 前9:30-10・00

(村
伊 勢 山 火の 見 下 {手 勢 山 10 : 30 -11 : 00 泉田南部麦大豆等生産緩興センター 干高 回 10・30-11:00

吉池プラスチ yク工業 伊 勢 山 11:30-12:00 月9 上小島公民館 上 島 11:30-12:00 

上 野が丘公民館 神科地区 1 :30-2 :30 6 五 カ日 ~ 、¥ 民 館 五 力日 後 1:30-3・00

野 竹 ~ 民 館 野 竹 前 9:30-10・00
日

千曲町 学童会館 曲 前9:30-10・30幽 千 町

神 科新屋 作 業所 神 科新屋 10: 30-11: 00 春原 外 科医 院 前 )11 辺 町 11 :00-12:00 

3月8 0 

富士見台自治会館 富士見台 11 :30-12:00 中村自治会館 中村 後 |・30-2 :30 

西野竹公民館 西野竹 後 1:30-2 :00 
月9 7 日
相 染閤 別所地区 前9:30-10:50 

日 大久保公民館 大 久 保 前9:30-10: 10 日 影公民 館 上手 11: 10-11 :30 
樹

金 剛 寺 公 民 館 金 剛 寺 10:30-11:00 仕) 西 塩 回 会 館 塩田新町 前9: 30-11 :00 

長 島 自 治 会 館 長 島 11 :20-12:20 
月9 

下本郷公民館 下 本 郷 前9・30-10:00

金 弁 ~ 民 館 金 井 後 1:50-2 :30 東五加公民館 東 五 カ日 10・30-11・00
9 

1 1 : 30 -12:20 
8ω /31 

神紺暗転作促進研修センター 山 口 前 9:30-11:00 日 中 野 ~ 民 館 中 野

三好町会館 一一 好 町 前 9:30-11 :00 
(月)

保 野 ~ 民 舘 保 野 後 1:40-3 :00 

受診票と いっ しょに保管しておきま しょう
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; r日 検 診 会場 対象地区 検診時間 月日 検 診 会場 対象地区 倹 診 時間

月

長 池 食 主""主. 横 居必入 升 前9:30-10:30 新 町 ~ 、~ 会 堂 新 町 後 l・00-1 :30 

神 畑 遊 園 1也 神 畑 11 :00-12: 00 泉平会館 泉平 2 :00-2 :30 
I I 9 月9 

!(J日j) 
tt 国 公民館 舞 回 後 1:30-2 :20 北小 学校横遊園 地 新田 前9・20-10・40

18 
八木沢公民館 八 木 沢 2 :50-3 :40 日 下 房 山 公 会 堂 下房山・馬場町 11 :00-12:00 

鈴 子 ~ 民 館 鈴 子 前9:30-10・10 (水)
稲 祈 神 社 北 大 手 後1:30-2 :00 

平井寺公民館 平 井 寺 10:30-11 :00 上 回西武 駐車場 北天神町 2 :30-3 :30 

月
奈良尾公民館 司:tsてz 良 尾 11 :30ー12:10 上 田 明 昭 ~込三 上鍛冶町・田町・上房山 前9:20-10:30 

10 中組公民館 中組 後 1:30-2 :00 
月9 

鍛冶町会館 鍛 冶町 11 :00-12:00 
日

下小島第五班作業所 下小 島 前9:30-10:00 (火)
19 

上田市文化センター 材 木町 後 1:30-3・00

学海 北自治会館 学海 北 ・南 10:30-11:20 日 宮島ガラス庖前 下川原柳町 前9:30-10・00

下之郷公民館 下 之 郷 後 1:00-2 :00 
(木)

北常国公会堂 北常国 ・績町 1 0: 30 -12: 00 

東塩 田老人集会場 石 神 前9:30ー10:30 上常国公会堂 上 戸吊同 国 後 1:30-2 :30 

柳 沢 ~ 、民 館 材。 沢 1 1 : 00 -1 1 : 30 鷹匠町公会堂 鷹 匠 町 前9:20-10:20 

月9 
前 山会 館 東 前 山 後 1:00-1 :30 

月9 
内山 整骨院駐車場 常入 10: 50-11 :40 

西前山公民館 西 円IJ 山 1 : 50-2 :30 市役所保健センター 松尾町・末広町・大手町 後 1・30-3 :00 
11 20 
日 上本郷公民館 上 本 郷 3 :00-3 :30 日 浮世の湯駐車場 鎌原・西脇 前9:20-10:20 
(水}

下 之 第』 分 桜・下之郷新田 前9:30-10:00 
幽

東部地区防災センター 中常国・下常国 10:50-11 :45 

社会福祉センター中塩田;事業所 五 力日 10: 30-11: 30 多国仁太郎さん毛駐車場 愛 石{ 町 後1:30-2 :30 

下 組 r品: 民 館 下 組 後 1:00-2 :00 都合で受診できない人は、

+ 人 ~ 民 館 十 人 前 9:30-10:00 下記会場で受けてくださし、。

社会福祉センター西塩田;事業所 手 塚 10:20-10:50 
1月0 

旧豊殿支所 豊殿地区 前10:00-10: 30 

月9 
手 塚 ~ 民 館 手 塚 1 1 : 1 0 -1 2: 00 町吉田公民館 // 11 :0ト 11:30 I 

14 
野 倉 ~ 民 館 野 倉 後 1:30-2 :00 日 大 屋 ~ 、ヘ 会 堂 神川地区 後 1:00一1:30 

12 (月)
日 山 回 停 留 所 山 回 2 :40-3 :00 黒 坪 ノ~ 民 館 // 2 :00-2 :30 
(ね

緑 が丘 西区会館 緑が丘西 前9:20-10:20 塩田母子健康センター 塩田地区 前10:00-10:30

減 ~t 自治会館 城北 10:40-11 :40 
1月0 
相染閣 // 11:00-11:30 

15 
常 讐町 自治会館 常磐 町 後 1: 10-2 :30 日 西塩田会館 // 後 1:00ー 1:30 

諏 訪 部公民館 諏 訪 昔日 前9:20-9 :50 
(火)

東塩田老人集会場 // 2 :00-2 :30 

生嫁自治会鎗 生 塚 10: 10-10:40 
1月0 

市川西支所 川西地区 前9: 30-10:00 

月9 
下塩尻公民館 下 塩 尻 11: 10-12:00 川西社会福祉センター // 10:30-11 :00 

16 
塩 尻 地 区 公民館 上 塩 尻 後 1:30-3 :00 日 泉 回 ~ 民 館 泉団地区 11:30-12:00 

13 (ノド)
会 館 川辺地区 後 1:30-2 :00 日 信 金 裏駐車場 原 町 前9・15-10:00 111 辺 町

樹
緑 が 丘 4Z』玄 館 緑 カ〈 丘 10:30ー11:30 中 之 条 公 会 堂 城下地区 前10: 00 -1 0 : 30 

新 屋 4z』x 館 新 屋 後 1:00-2 :30 
1月0 

三好町会館 // 1 1 : 00 -1 1 : 30 
17 

下紺屋町公会堂 下紺屋町 2 :50-3 :30 日 踏 入 ~ 、¥ 4Z』玄 且... |日 市 内 後 1:00-1 :30 

岡崎ガレー ジ 丸堀 町 前9:20-10:10 
(対

東部地区防災センター // 2 :00-2 :30 
月9 

小林ぬし庖横 木町 10: 30-11 :30 

樹11月日0 8 

上田市文化センター 旧市内 前10:00-10・30
14 

上紺屋町 前9:15-9:45 鍛冶町会館 11 :00一11:30 日 水 野旅 館駐車場 // 

出
農協秋和出張所 手大 手日 10: 10-11 :30 上野が丘公民館 神科地区 後 1:00-2 :00 

泉 町 ~ 泉 町 前9:30-10・0010(/1一1)9 市役所保健センター 全 市 前10:00-11:30

月9 
踏入公会堂 踏入 10:20-11 :30 

1月0 
農協秋和出張所 塩尻地区 前10:00-10:30 

南天神町公会堂 南天神町 後 1:00-2 :00 塩尻地区公民館 // 11: 00-11 : 30 
17 21 

旧市内 後 1:00-1 :30 
日 海 野 町会館 海野町・袋町 前9:15-10:00 日 常響町自治会館

(刈
緑 が 丘 北区会館 緑が丘北 10:30-11 :30 

(月)
新 屋 会 館 // 2 :00-2 :30 

新田区民会館 新 田 ・ 柳 町 後 1:30-3 :00 

C背日刈

金弁公民館 神科地区 前10:00-10:30

9/18 it沢生活改善センター 官t 沢 前9:20ー10:00 上川原柳町公会堂 |日 市 内 11 :00-11:30 

(羽 上 川原 柳町公会堂 上 川 原 柳 町 10:20-11:30 新田区民会館 // 後 1:00-1 :30 
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か
れ
給
付

の
口
定
に
作
人
さ
れ

る
こ
と
に
な

ゥ
て
い
ま
す

こ
れ
に
よ
リ
、
改
正
前
に
す
で
に

任
立
加
入
し
た
則
川
は
、
そ
の
実
紛

が
給
付
に
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
任
立

加
入

の
期
間
か
ま

'
た
く
主
〈
、
改

正
後
に
初
め
て
任
立
川
入
依
保
険
析

と
な

ノ
た
場
介
よ
り
も
そ
れ
だ
け

ι

附
札
陀
年
ふ
れ
の
初
か
山
く
な
り
主
す

-E'
墓
礎
年
金
は
い
つ
か
ら
支

a司
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
か
。

老
齢
基
礎
年
金
は
昭
和
六

十
一
年
四
月
一
日
に
お
い
て

六
十
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
し
て

い

ま

す

今

ま

で

の

凶

民
年
金
の

ι附

年
合
同
除、

し八
十
五
以
か
ら
iA
給
さ

れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す

の
で
、

総
リ
上
げ
主
治
の
場
合
を
除
け
ば
附

和
六
十
六
年
か
ら
ぶ
給
が
刷
始
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す

な
お
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
主
附

必
礎
年
九
れ
が一
州
一川
さ
れ
な
い
で
、

北

本
的
に

は
、
改
正
υ
川
の
制
民
年
八
似
の

在
齢
年
合
一
ま
た
は
一
山
口
老
齢
年
全
の

ぶ
給
要
件
が
適
用
さ
れ
ま
す

①

ゃ
ん
年
川
日
が
大
正
十
五
年
川
川

一
H
以
前

の
人

②

中
年
川

H
か
大
正
卜
五
年
間
川

二
日
以
後
の
人
で
も
、

地
行

H
の

的
刊

に
り
生
年
令
保
険
ま
た
は
船

μ保
険
の
老
齢
年
全
の
交
給
怖
を

取
刊
付
し
て
い
る
人

(注
)
文
給
開
始
年
附
は

L

ハ
ト
訂
以

で
す
が
、
改
正
前
の
老
齢
年
全
と

A 

け

児

の

昌
弘
遺
?
ヴ
忠

良一

・
マ

屯

力

子

中

う

前

回

か

ど

行

準

す

は

施

・

で

金

の

子

の

年

法

白

る

祉

正

る

な

福

p

改

い

う

子

中

て
ど

田

中

}
'
は

疋

ガ

自

q
金

ま

す

{

年

で

9
月
口
日
附

A ① 脳 J'[::1 CT) tiiJ [1までに受

キ行H(iが先生し てL‘るf:tj'. 

iV.I:j: (-. j立児の九年令全は、 引き

続き 、 それぞれの年 全カ、 左中~~さ

れますの

なお、年イ往復!は、 i立政)，15礎年

イr1:'と ド'J高山こ己えiiさl.Lます また、

1訪日1耐スライドは 4)Jから'A地さ

j しる こ とにな リます。

② 他行日 の ItiJ日まてに交4叶肘

発生し ている 1:):(1't'，'; 711:年令は、

地行 けに 1立政JL促年余に切り伴

えられます

なお、 本 入所得;lilJI;J~ および公

(I(j年イit受給制限はありますか、

状主主義務 者所得制限はあ りませ

/し

大正 IS虫干今月 Ifヨル人前 に

3t茅仲t 1二人。
改正f.Jの規 定にJリ支給

M
M時
、
名
附
法
位
年
'
ふ
いれ
の
14
拾
の

繰
り
上
げ
ま
た
は
繰
り
卜
げ
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
立
給
の
枇
リ

ト
げ
に
つ
い
て
は
、
ぃ
ハ
|
必
以
卜

a

ハ
ト

μ一
州
本
州
の
川
の
ベ
布
引
す
る

と
き
か
ら
、
い
え
給
の
繰
り
ド
げ
に

つ
い
て
は
、
ぃ
ハ
ト
s

ハυ
叫
以
後
の
め

んー
す
る
と
き
か
ら
在
附
法
礎
年
'
ふ
れ

を
交
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

国民年金の保険料はいくらになりますか。

こ杓からも毎年上ガ、るのでしょうか。
。

161年4月制。
|印刷 -63問。
1
63年4月-6山之P

|例年4月-65竺。
f.3fl ~勤

A ① 11似年初 11~1;俳|の在í(は、 附

平日61年 4}b.i'から j1釘[6，800I1Jに

なります

この 高nは、 IIf{手1158年度に 刈する H({干11

60年の 全い01・leJ!:jのi行代背物frUiの U'I.i本

に応しては3とされます

⑦ [E11己年すぞの保険料の がiは、将米にわ

た ，て財政刀均衡を保つことヵ、できる

ものでなければならないため、 U({千1162

年 4!J分以1;年も hj.年300円ずつ段1;-}'y(I(jに

引き トーげられることにな っています

なお、この保険料富山については、 Ilij一年

lこんLMt年す?のヰ句1出iスライドヵ、ゾiM1iさ jし

た場介は、その，判二応しては定されます

( ; Ll 1I({f1l66 q= 4 ) J分以降については、り1]に法律て定めると こ

んによりづ|さ 上げられる子"Eです

同
月

べ
〈
iu年r

h
u
 

r
h
u
 

同
門

a
A-v 

年
「
h
d

p
h
u
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国
民
年
金
の

独
自
給
付

付

加

年

金

付
加
保
険
料
(
月
飢
山
行
円
)
を

納
め
た
人
は
、
将
米
、
付
加
年
金
を

え
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
こ
の

制
度
は
、
改
正
後
は
日
常
業
な
と
の

加
入
析
に
限
り
ま
す
。

寡

婦

年

金

改
正
後
は
国
民
年
金
加
入
者
に
限

ら
れ
、
年
金
額
は
、
夫
の
受
け
ら
れ

る
年
金
制
の
二
分
の
一
か
ら
四
分
の

三
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

えつ

死

t
一
時
金

広報

まに 一 場 け 略放しな年ず齢
す支生合ら年が、い令れ ・ 保
。給計 に れ金造そでをの障険
さの 、なを 族 の 死 受 主 主 筈 料
jL 人 同 い受基逃亡 け 礎いを

空険料納付済期間! 現 行| 改正後 |王手
3年以上20年未満123，000円 h______~. I 
初年以上25年未満|礼000円 IPOO，OOO円|上

l~v ， VVV'_ J I' 1納
25年以上30年未満136，000円 1126，500円|入

30年以上35年未満 1 44. ， 000円 1 160 ， 000円 I ~
35年以上40年未満 152，000円 I200，000同 |毛

事 940号~

年
金
よ
も
や
ま
話

年
金
制
度
は
つ
ぶ
れ
る
か

「
年
金
制
度
は
、
ど
う
せ
つ
ぶ
れ

て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
7

」
ど
う

も
こ
う
い
う
う
わ
さ
が
流
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
日
本
の
人

n
は
ど
ん
ど

ん
年
寄
り
が
多
く
な

っ
て

い
く
ん
だ

か
ら
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
プ
l
ム
世
代

が
主
後
を
迎
、
え
る
こ
ろ
に
は
、
年
金

制
度
は
な
く
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
そ
れ
な
ら
、
あ
て
に
し
て
も
だ

め
だ
、
な
ん
て
い
う
悲
観
論
と
い
う

か
年
金
不
信
で
す
ね
。

確
か
に
、
現
在
六
人
で
一
人
の
お

年
寄
り
を
支
え
て
い
る
の
が
、
二
十

一
世
紀
の
は
じ
め
の
ピ

l
ク
時
に
は

三
人
に

一
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
年
金
制
度
が
一
番
の
が
ん
ば
り

時
に
な
る
の
が
そ
の
こ
ろ
で
す
。
そ

の
こ
ろ
の
一
番
き
つ
い
と
こ
ろ
を
乗

り
切
っ
て
い
く
の
に
、
今
の
年
金
制

度
の
足
腰
が
十
分
強
く
な
っ
て
い
る

か
眺
め
て
み
る
と
、
ち
ょ
っ
と
弱
い
。

そ
こ
で
制
度
全
体
の
見
直
し
、
つ
ま

り
年
金
改
正
が
必
要
に
な
っ
て
き
た

の
で
す
。

こ
の
年
金
改
正
が
実
地
さ
れ
れ
ば
、

将
来
の
制
度
の
不
安
は
解
消
さ
れ
ま

齢
化
の
山
を
越
、
え
る
の
は
確
か
に
さ

つ
い
、
病
気
で
倒
れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
。
昭
和
六
十
一
年
凶
月
か

ら
地
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
今
固

め
年
金
改
正
は
、
い
わ
ば
、
こ
れ
に

対
す
る
処
方
茎
で
す
。
病
気
を
防
く

た
め
の
準
備
は
、
今
か
泊
り
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
処
方
茎
に
は
苦
い
薬
も
含
ま

れ
て
い
r

ま
す
が
、
決
し
て
無
理
を
強

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本

は
、
公
平
な
制
度
を
作
っ
て
い
く
こ

と
で
、
世
代
と
世
代
の
思
い
や
り
が

大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
十
一

世
紀
の
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
を
前
に
し
て
、
年
金
制
度
め
総

点
検
を
し
て
み
て
、
具
合
の
悪
い
と

こ
ろ
は
今
の
う
ち
に
直
し
て
お
く
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
を
や

っ

て
お
け
ば
年
金
制
度
が
つ
ぶ
れ
て
し

ま
う
こ
と
な
ど
、
絶
対
に
あ
り
え
な

い
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
も
A

rfι
'」
f
ミ

kr
三一
U
J
Y
1

1

、
J

y
lf

;

自

'

I

G

ぬ
の
間
引

気黛題処趣意、像感7
昭和60年度における年金額カ、次のように特例的に

改定となりました。

年金額の改定率は3，4%

1 .国民年金 (拠出常1])

・老齢年金
/現行松長}~II:JJ

19年加入 ¥tm入者→単身

10年年金

5年年金

・障害年金
1級 月額59，775円→61，816円

2級 月傾47，816円→49，450同

・母チ年金(母チ加 算を含む)

子 1人の場合 }-j制62，816円→64，450円

・遺族年金 月制47，816円→49，450円

2.福祉年金 実施時期 60年 6月

・老齢福祉年金 月制25，600円→26，500円

・障害福祉年金

1 ~:& 
2 年及

・母子福祉年金

子1人の場合

60年 5月

月額40，975円→42，375円

月額30，375円→31，408円

月額25，858円→26，733円

実施時期

御注 意 く ださい

保 険料の納め忘れ
保険料の納め忘れはありませんか一一一?

将来、 確実に年金を受けるためには、月々の保

側をきちんと納めていることが必要です。こ

円際に、もう一度お確かめくださし、。

。口座振替の御利用を

金融機関・農協 の口座から自動的に支払われ

納め忘れもなく安心 です。手続きは、口座をお

待ちの金融機関・農協にお申し込みください。

御
寄
付
お
礼

月額38，400円→39，800円

月組25，600円→26，500円

円相47，816同→49，450円

新
年
度
に
む
け
て

毎
月
納
付
を
検
討
中

年
々
の
保
険
料
の
増
額
で
負
抱
感

が
強
ま
る
中
で
、
加
入
者
が
保
険
料

を
納
め
や
す
く
す
る
た
め
、
今
ま
で

の
二
か
月
納
付
が
、
六
十
一
年
度
か

ら
毎
月
納
付
に
切
り
答
、
手
」
り
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
・
:

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

官
⑫
4
1
0
0

内
線

2
8
4
・
2
8
5

有
線
②

0
7
1
1
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企祇園だワッショイ

恒例の「祇園祭り」が、 7月13日と 14日

に目抜き通りで行われました。今年は、大

人みこし、子供みこし合わせて過去最高の

93基が参加。海野町交差点は、四方から集

まってくるみこしてい、たいへんな熱気とな

りました。

7月21日、市民の森て¥母子家庭などの子 ・

供きんを対象に、市長が一日お父さんにな っ

ていっしょに楽しく遊ぼう、という集いがあ

りました。みんなは、永野市長や長野大学

のお兄さん、お姉さんたちとゲームやノ、ィ

キングをして楽しい一日を過ごしました。

惨市長が一日お父さん

御 3主

保
保険料の

将来、

険料をき

の際に、 も

O口座振替

金融機

納め忘れ

持ちの金

御
寄
付
お
礼

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
上
田
測
量
設
計
株
式
会
社
様
、
有

限
会
社
東
信
測
量
社
棒
、
み
す
ず
測

量
設
計
株
式
会
社
様

カ
セ
ッ

ト
デ

ッ
キ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
・

マ
イ
ク

ロ
ホ

ン

一

式

公

園

内
広
場
利
用
者
に

マ
東
信
福
祉
事
業
協
同
組
合
梯

乗

用
車
一
台
消
防
司
令
車
と
し
て

マ
山
崎
も
と
様

(
倉
升
)
四
十
一

万
六
千
三
百
九
十
八
円

報
思
寮
施

設
整
備
費
と
し
て

マ
矢
島
謹
一
様

(
大
屋
)
五
十
万

円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し

て、

山
本
鼎
作
油
彩
一
点

山
本
鼎

記
念
館
へ

マ
上
小
土
建
産
業
労
働
組
合
横

今
年
の
梅
雨
は

平
年
の
倍
の
雨

上
囲
気
象
連
絡
所
の
調
べ
で
は
、

今
年
の
梅
雨
(
六
月
八
日
か
ら
七
月

十
五
日
)
の
総
降
水
量
は
、

四
百
三

十
二
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
と
、

同
所
が
昭

和
三
十
二
年
に
開
設
し
て
以
来
、
最

有 n
線内 唇
② 線 4
o 2 1 
7 8 0 
1 4 0 

2 
8 
5 

....___一一一一一

万
四
千
四
百
七
十
八
円

基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
太
郎
観
光
株
式
会
社
機

ア
ー
チ

ェ
リ
ー
の
弓
十
三
本
ほ
か
用
具
一

式

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
振
興
の
た
め
に

マ
倉
島
国
雄
樟
(
常
田
一
・
中
常
田
)

小
型
吸
引
器
一
台
在
宅
寝
た
き
り

病
人
の
介
護
用
に

マ
新
制
作
座
文
化
セ
ン
タ
ー
樟

演

劇
の
観
劇
券
五
十
三
枚
社
会
福
祉

施
設
へ

マ
清
水
国
太
郎
様

(
桜
台
)
二
万

円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し

てマ
丸
山
富
治
夫
様

(
中
央
四
・
上
紺

屋

町

)

車

い

す

一

台

貸

し

出

し

用
と
し
て

マ
株
式
会
社
足
立
商
会
様

い
ち
い

百
七
十
本
絵
本
の
森

(市
立
図
書

館
東
側
)
植
栽
用
と
し
て

マ

匿

名

一
万
円

社
会
福
祉
基

金
の
積
立
金
と
し
て

社凶
ム
モ
相
情
持
世

多
の
降
水
量
を
記
録
し
ま
し
た
。
平

年
が
百
九
十
八
・
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

で
す
の
で
、
実
に
二
・
一
八
倍
も
降

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
上
田
市
の
年
間
総
降
水
量

は
、
千
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
す
の

で
、
一
年
間
の
半
分
弱
が
こ
の
時
期

に
降
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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お知らせ三
種
混
合
予
防
接
種

え

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

つ広報

三
種
混
合
(
百
日
ぜ
き
、

ジ
フ

テ

リ
ア
、
破
傷
風
)
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
最
寄
り
の

会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者

一

期

・
:
①
五
十
八
年

一
月
一
日
か

ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
供
さ
ん

②
五
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
子
供
き
ん
で
未

接
種
の
人
(
た
だ
し
四
歳
未
満
)

期
:
・
①
五
十
六
年
七
月
一
日
か

ら
同
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
供
き
ん
で
、
J

戸第 940号第 940号ー

侮雨ガ明けて、夏の風物詩 r]フユ釣り」

ガやっと本番を迎えました。今年|芯長雨に

たたられ、連日のようlこ「出漁禁止」とな

り、釣りファンをやきもきさせていました。

(7月24日上田橋下流で〉

期
が
済
ん
で
い
る
人

②
五
十
六
年
六
月
三
十
日
以
前
に

生
ま
れ
た
子
供
き
ん
で
二
期
が

摘
ん
で
い
な
い
人
(
た
だ
し
五

歳
六
か
月
未
満
)

接
種
内
容

一

期

:
・
三
週
間
か
ら
八
週
間
の
間

隔
で
三
回
接
種

二

期

:

・
一
期
終
了
後
、
十
二
か
月

か
ら
十
八
か
月
以
内
に
一
回
接
種

(
た
だ
し
、
一
期
を
二
回
以
上
接

種
済
み
で
な
い
と
こ
期
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
)

持
ち
物
・
:
母
子
健
康
手
帳
、

問
診
票

(
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
に
織
り
込
ん
で

あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
が
な

い
場
合
は
、
会
場
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
御
使
用
く
だ
き
い
て

印
鑑

受
付
時
間
・
:
各
会
場
と
も
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
同
二
時
三
十
分

予
備
日
:
・
予
備
日
は
次
の
両
日
で
、

市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

マ
十
一
月
十
四
日
附

1
城
下
、

川
辺
、

泉
田
、
塩
田
、
川
西
地
区

会 場名
実施日

対 象 I也 区
11面め 2固め 3固め

中央地区(横町・ 海野町 ・原町・袋町・

馬場町・田町・丸堀町・木

上田市保健センター
8 9 10 町・北大手)
月 月 月 北部地区(上川原柳町・下川原柳町・

(市役所南庁舎2階) 27 24 22 
愛宕町・上鍛冶町・鍛冶町・日 日 日

(刈 (火) (刈 上房山・下房山・横町・新

臼・上紺屋町)

上野が丘公民館 神科地区・豊殿地区

川辺地区 (上田原 ・川辺町・ 倉升・神

川辺 町会館 畑・下之条・築地・東築地)

8 9 10 泉団地 区の福田 ・吉田

月 月 月 城下地 区(小牧 ・諏訪形 ・須川・中村・
28 25 23 

朝日ケ丘 ・三 好町・御所・
三好 町会館 日 日 日

~j() 休) 。ぬ 中之条・千曲町)

泉回地区の半過

111商社会福祉センター 川西地区

西部地区(下紺屋町 ・鎌原・西脇 ・新

町・諏訪部・生塚・常磐町・

上田市保健センター
8 9 10 緑が丘・新屋・緑が丘北・
月 月 月 緑が丘西・城北)

(市役所南庁舎 2階) 29 26 24 
南部地区 (南天神町・泉平・北天神町・

日 日 日
(木) (木)休) 松尾町 .1.鷹匠町 ・本町 ・末

広町・大手町)

神川地区公民館 神川地区

8 9 1月0 
東部地区(踏入・泉町・ 上常国 ・中常

上回市保健センター 月 月 回・下常国・北常国・材木

(市役所南庁舎 2階) 30 27 25 町 ・常入)

日 日 日 塩尻地区(秋和・上塩尻 ・下塩尻)

出 母子健康センター
幽 幽 樹

塩田地区

60年度(前期)三種混合予防接種目程表
撮1影 切受
結 り 診
果 離 票
:しに
異}て 御
常jお記
が{持 入
認iちの
めjくう
らjだ え
れiき
た}い各
人j。自

で
行
れ
た
長
野
県
緑
の
基
金
(
緑
の

羽
根
募
金
)
に
、
皆
さ
ん
の
温
か
い

御
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
出
て
き
て
い

ま
す
。
自
分
一

人
で

処
理
で
き
る

こ
と
が
ら
も
あ
り
ま
す

が
、
内
容
に
よ

っ
て
は
、
自
分
の
手

適時間は、各会場とも午後 1時30分から 2時30までです。

東駐車場が狭いので、車での来庁はなるべく御遠慮ください。

マ
十
一

月
十
五
日
幽
H
H
東
部
、
南
部
、

中
央
、
北
部
、
西
部
、
塩
尻
、

神
科
、
神
川
、

豊
殿
地
区

受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん

①
発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著
し

い
栄
養
障
害
が
あ
る
人

②
心
臓
血
管
系
、
賢
臓
ま
た
は
肝
臓

疾
患
が
、
急
性
期
も
し
く
は
増
悪

期
ま
た
は
活
動
期
に
あ
る
人

③
接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成

分
に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ

す
こ
と
が
明
ら
か
な
入
、
ま
た
は

異
常
な
劃
反
応
を
起
こ
す
こ
と
が

明
ら
か
な
人

④
接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ
っ
た
人

⑤
医
師
が
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
不
適
当
と
認
め
た
人

10月1日(火)は、
国勢調査の日です;



期
:
・
①
五
十
六
年
七
月
一
日
か

ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
供
き
ん
で
、
-

第 940号ー

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

を
実
施
し
ま
す

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

結
核
予
防
法
に
基
づ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

を
実
施
し
ま
す
。
検
診
料
は
無
料
で

す
。
事
前
に
配
布
さ
れ
た
受
診
票
に

必
要
事
項
を
御
記
入
の
う
え
、
会
場

へ
お
持
ち
に
な
り
必
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

該
当
者
・
・
・
十
九
歳
以
上
の
皆
さ
ん
と

今
年
度
十
六
歳
に
な
る
皆
さ
ん
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除

き
ま
す
。

①
会
社
、
事
業
所
、
官
庁
、
商
屈
な

ど
の
勤
務
先
で
検
診
が
あ
る
人

②
高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
の

生
徒
、
学
生

③
結
核
で
治
療
中
の
人

④
病
医
院
、
診
療
所
な
ど
で
検
診
す

る
こ
と
が
確
実
な
人

⑤
妊
娠
し
て
い
る
人
(
医
師
の
指
示

で
検
診
を
必
要
と
す
る
人
は
受
診

し
て
く
だ
き
い
)

持
ち
物
・
:
世
帯
ご
と
に
お
配
り
し
た

だえつ-ω 一一一昭和60年 8月1日 広 報

受
診
票
に
御
記
入
の
う
え
、
各
自

切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

撮
影
結
果
・
・
・
異
常
が
認
め
ら
れ
た
人

に
の
み
通
知
を
し
ま
す
。

撮
影
日
程
・
:
七
、
八
ペ
ー
ジ
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

〈
一
般
健
康
診
査
も
同
時
に
実
施
〉

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
際
に
、

日
程
表
太
字
の
会
場
で
、
御
希
望
の

皆
さ
ん
に
一
般
健
康
診
査
を
実
施
し

ま
す
。

一
般
健
康
診
査
・
:
四
十
歳
以
上
の
皆

さ
ん
が
対
象
で
、
料
金
は
無
料
で

す
。
血
圧
測
定
、
検
尿
、
身
体
計

測
、
内
科
診
察
を
行
い
ま
す
。
病

院
な
ど
で
受
診
済
み
の
人
、
胃
検

診
な
ど
で
受
診
済
み
の
人
お
よ
び

循
環
器
系
を
治
療
中
の
人
は
御
遠

慮
く
だ
さ
い
。

御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
さ
い
ま
し
た

緑
の
羽
根
募
金
に

二
百
四
十
万
円
集
ま
る

農
林
課
林
務
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

3
2
4

四
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま

で
行
れ
た
長
野
県
緑
の
基
金
(
緑
の

羽
根
募
金
)
に
、
皆
さ
ん
の
温
か
い

御
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
百
四
十
万
六
千
九
百

三
十
七
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
家
庭
募
金
二
百
二
十
九
万

六
千
九
百
九
十
三
円
、
職
場
募
金
六

万
四
千
二
百
八
十
八
円
、
学
校
募
金

四
万
五
千
六
百
五
十
六
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
長
野
県
繰
の
基
金

の
資
金
と
し
て
、
①
皆
き
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
森
林
浴
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
、
②
み
ん
な
の
手
で
山
に

木
を
植
、
え
る
催
し
、
③
カ
モ
シ
カ
や

松
く
い
虫
な
ど
か
ら
森
林
を
守
る
、

④
緑
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
を
進
め
る

な
ど
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

各
種
相
談
を

御
利
用
く
だ
さ
い

生
活
環
境
課
市
民
相
談
室
・
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0

内
線

3
0
3
・3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

社
会
経
済
情
勢
の
激
し
い
移
り
変

わ
り
に
つ
れ
て
、
私
た
ち
市
民
生
活

の
多
く
の
面
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
自
分
-
人
で

処
理
で
き
る
こ
と
が
ら
も
あ
り
ま
す

が
、
内
容
に
よ

っ
て
は
、
自
分
の
手

に
は
お
え
な
い
が
他
人
に
は
知
ら
れ

た
く
な
い
こ
と
が
ら
や
、
早
急
に
手

を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
と
い

っ
た
心
配
ご
と
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
市
民
生
活

の
中
で
起
き
て
い
る
悩
み
ご
と
や
相

談
ご
と
の
解
決
の
一
助
と
し
て
、
左

表
の
よ
う
に
各
種
相
談
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
遠
慮
な
く
御
相
談
に
お
出

か
け
く
だ
き
い
。

いじめの相談もどうぞ
毎月の第 1木曜日に、市役所で聞いている人

権相談では、子供の『いじめ』の問題も取り扱

っています。いじめの問題て汁凶みごとのある方

は、遠慮なく御相談にお出かけください。

名称、 相談日 相談時間 担 当

法律相談 第 2・4 午後 弁 護士
(一 般) 金曜日 1 :30-3 :30 (予約制)

法律相談
第 2木曜日

午後 司 法書士

(登記関係) 1 :00-4 :00 土地家屋調査士

人権相談 第 1木曜日
午後 人権擁護委員

1 :00-4 :00 (法務局職員)

(午平前日)9 :oo-

市民相談
毎日 午後 5:00 

市民相談室
(日・祝日除<) (午土前哨)9 :00~ 

正午

交通事故 戸昨一 日 午前 9:00- 交通 事 故
相 談 (土・日・祝日除<l 午後 4:00 相談員

高齢者 iー写- 日
(午平前日)9午:0後o-4 :oo 

職業安定所

職業相談 (日・祝日除<) (午土前蹴)9 :oo- 相談員

正午

市の各種相談一覧表

生活環境課市民相談室

告 ω4100 内線303・301

。法律相談の『予約』は、電話でも受け付けます。

生活環境課にお申し込みくださし、。予約なしで急、

に申し込まれても、相談することはできません。



「
心
を
病
む
人
の
家
族
」

の
電
話
相
談
御
利
用
を

た表発の 菜戸斤

1I 」もと
の( お
li勤り 重力

出 ロロロ 種 目・規

値目 規 格 イ局 考

額装30号以内 1 軸装は、本表装とすること 。

日本画 (額縁とも 100cmX82cm以内) 2 軸装以外のものは額装とすること 。

軸装200cmX 70cm (軸長)以内 3 特に裏張りを完全にし、合板を使用すること 。

30号以内 1 水彩、パスアル、版画を含む。
洋画

(額縁とも 100cmX82cm以内) 2 すべて額装とすること 。

100cm X 80cm、重量30kg以内 1 石官、手芸は除〈 。

工 芸
アニアごし、

2 陶器のうち破損しやすいものは除く 。
染色120cmX 100cm以内

陶器40cmX 40cm X 40cm以内 3 陶器は必ず木箱に入れること。

仕上り寸法
1 色紙、保j冊、扉風およひヨIJ字に類するものを除く 。

書 道 額装176cmX61cm以内
2 額装または本表装とすること 。

軸長200cmX70cm以内
3 金属額縁は使用しないこと 。

4 裏面にカギのあるものは受け付けない。

カラープリント四ツ切 1 四ツ切についてはノマネル、額縁などは使用しな

写真
(ワイド判も可) し、こと 。

モノクローム四ツ切以上 2 モノクロームの四ツ切を超えるものはノfネル貼

全紙大まで りとすること 。

}ない強固なもの〈 を使用し

こと 。(出品申込

韓内2宮O2霊陣害

だ 昭和60年 8月1日一一ω-
精
神
障
害
者
家
族
会

宮
⑧
9
0
5
6

精
神
障
害
者
家
族
会
で

病
む
人
の
家
族
を
対
象
に

を
し
て
い
ま
す
。
病
め
る

し
ょ
に
生
活
し
て
い
る
中

た
問
題
や
困
っ
て
い
る
こ

御
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

週
月
眼
目
(
祝
祭
日
を
除

前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
で

えつ広報

県
勤
労
者
美
術

作
品
を

東
信
労
政
事
務
所

宮
⑫
1
2
6
0

第
三
十
二
団
長
野
県
勤

展
へ
出
品
す
る
作
品
を
、

り
募
集
し
ま
す
。

出
品
者
の
資
格
・
・
・
県
内
事

務
す
る
勤
労
者

出
品
種
目
・
規
格
・
:
下
表

出
品
の
制
限
・・
・
作
品
は
未

抹
W
K
V
7
Q
帥
料
品
明
手
ー、
思
拓
事
部
i
レ

..-第 940号

量

さ
し
っ
か
え
な
い
)
の
も
の
で
、

一
人
一
種
目
と
し
点
数
は
一
点
と

し
ま
す
。

出
品
の
手
続
き
・
搬
入
・
・
出
品
希
望

者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
を
用
い
、

八
月
十
八
日
川
か
ら
同
二
十
日
附

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

に
、
東
信
労
政
事
務
所
(
上
田
合

同
庁
舎
内
)
に
申
し
込
む
と
同
時

に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
の

裏
面
に
は
、
氏
名
、
住
所
、
所
属

事
業
所
名
お
よ
び
題
名
を
明
記
し

夏
の
健
康
な

眠
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
睡
眠
不

足
が
続
く
と、

体
力
が
な
く
な
り
疲

労
が
た
ま
る
一
方
で
す
。

た
所
定
の
用
紙
を
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。

出
品
料
・
:
出
品
申
込
時
に
、
東
信
労

政
事
務
所
へ
千
円
を
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。

展
示
会
場
・
会
期

会
場

1
市
総
合
展
示
館
、
九

十
九
日
州
か
ら
同
二
十
三
日

ま
で
の
午
前
十
時
か
ら
午
後

時
(
入
場
無
料
)

障
害
防
止
の

案
作
品
を
募
集

2 2害
6 6防
8 2 1上
⑧協
3識
2会。

障
害
防
止
協
議
会
で
は
、
電

を
防
止
す
る
た
め
、
今
年
も

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
テ
レ

用
と
し
て
電
波
障
害
の
防
止

る
図
案
を
次
の
と
お
り
募
集

》
有
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

品
:
・
ビ
ル
や
高
速
道
路
な
ど

層
建
造
物
に
よ
っ
て
起
こ
る

ビ
の
電
波
障
害
、
あ
る
い
は

を
受
け
て
い
な
い
無
線
機
の

と
か
、
家
庭
用
電
気
器
具
な

よ

っ
て
起
こ
る
テ
レ
ビ
や
ラ

壱
屯

姑
川明世同
時
室
町
、

ιι松
町

ι比
4
1
1
u
:
、

も
う
一
度
お
確
か
め
を

と
を
ね
ら
い
と
し
た
、
テ
レ
ビ
政

送
用
カ
ラ
1

図
案
(
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
)
。
作
品
の
大
き
さ

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
用
紙
は
厚
め
の
画
用
紙
で
、
縦
二

十
七
側
、
横
三
十
八
仰
(
日
本
工

業
規
格

B
列
四
判
)
と
し
、
図
案

は
用
紙
全
面
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

②
文
章
は
簡
潔
な
言
葉
で
、
文
字
は

一
字
一
平
方

m
以
上
の
大
き
さ
で

お
書
き
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
・
:
作
品
ご
と
に
そ
の
裏
面

に
県
名
、
学
校
名
、
学
年
、
男
女

別
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
を
明
記

し
、
学
校
ご
と
に
ま
と
め
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

締
切
日
・
・
・
九
月
七
日
川

送
り
先
(
次
の
う
ち
、
ど
こ
で
も
け

つ
こ
う
で
す
)

マ
干
3
8
0

長
野
市
城
山

N
H

K
長
野
放
送
局
内
長
野
県
電
波

障
害
防
止
協
議
会
事
務
局

マ
干
3
8
0

長
野
市
吉
田

S
B

C
信
越
放
送
テ
レ
ビ
図
案
コ

ン

ク
ー
ル
係

マ
〒
3
8
0

長
野
市
岡
田
町

N

B
S
長
野
放
送
テ
レ
ビ
図
案
コ

ン
ク
ー
ル
係

マ
干
3
8
0

長
野
市
中
御
所

T

S
B
テ
レ
ビ
信
州
テ
レ
ビ
図
案

コ
ン
ク
ー
ル
係

ス
ク
ー
ル
メ
イ
ヅ
の
歌
と
踊
り
・

魔
法
の
電
気
教
室

定
員
:
・
保
護
者
同
伴
を
原
則
と
し
、
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出
品
種
目
・
規
格
・:
下
表
の
と
お
り

出
品
の
制
限
・
:
作
品
は
未
発
表
(
勤

務
す
る
帥
相
場
で
発
表
し
た
も
の
は

官司

夏
の
健
康
な

過
ご
し
方

高
温
多
湿
の
本
格
的
な
夏
を
迎
え

ま
し
た
が
、
夏
は
夏
ば
て
、
夏
や
せ

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
と
か

く
体
調
を
く
ず
し
や
す
い
も
の
で
す
。

子
供
た
ち
も
夏
休
み
に
入
り
、
家
で

の
健
康
管
理
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
夏
の
健
康
な

過
ご
し
方
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

ト歩、「ノ
。

f三えつ-ω』ー一昭和60年 8月 1日 広報

夏
に
負
け
な
い

十
介
な
栄
養
を

体
が
だ
る
く
な
る
、
疲
れ
や
す
く

な
る
、
顔
色
が
す
ぐ
れ
ず
食
欲
が
な

く
な
っ
た
り
す
る
。

こ
れ
ら
が
、
夏

ば
て
の
主
な
症
状
で
す
。

暑
い
夏
に
負
け
な
い
体
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
栄
養
を
十
分
に
取
る
こ

と
で
す
。
「
土
用
の
丑
の
日
」
に
は
、

う
な
ぎ
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
栄
養
豊
か
な
う
な
ぎ

を
食
べ
て
暑
い
夏
を
乗
り
切
ろ
う
と

い
う
、
昔
な
が
ら
の
生
活
習
慣
の
一

つ
で
す
。

食
欲
が
な
い
と
き
は
、
き
っ
ば
り

し
た
も
の
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
夏
野
菜
を
た
く
さ
ん

食
べ
ま
し
ょ
う
。
野
菜
に
は
、
疲
れ

目
を
防
止
し
た
り
、
体
力
を
取
り
戻

す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
野
菜
と
同
様

に
、
海
藻
な
ど
に
も
ビ
タ
ミ
ン
が
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
酢

の
も
の
に
し
て
食
べ
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
、っ
。

ま
た
、
ど
う
し
て
も
冷
た
い
も
の

が
欲
し
く
な
り
ま
す
が
、
食
前
に
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
を
食
べ

た
り
飲
ん
だ
り
し
て
し
ま
う
と
、
お

腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
本
物
の
食
事

が
取
れ
な
く
な
っ
て
ス
タ
ミ
ナ
不
足

に
な
り
ま
す
。

睡
眠
不
足
に

な
ら
な
い
工
夫
を

夏
は
、
暑
さ
の
た
め
寝
苦
し
く
睡

眠
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
睡
眠
不

足
が
続
く
と
、
体
力
が
な
く
な
り
疲

労
が
た
ま
る
一
方
で
す
。

睡
眠
不
足
に
な
ら
な
い
工
夫
、
例

え
ば
、
寝
具
な
ど
に
も
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
パ
ジ
ャ

マ
は
、
汗
を
よ
く

吸
収
す
る
綿
の
も
の
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
タ
オ
ル
ケ

ッ
ト
は
、
薄
い
も
の

で
も
よ
い
の
で
す
が
、
朝
方
は
気
温

が
下
が
る
の
で
体
を
冷
や
さ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

寝
る
前
に
、
お
ふ
ろ
に
入
っ
て
汗

を
流
す
こ
と
も
熟
睡
の
た
め
の
一
つ

の
方
法
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
暑
い
か
ら
と
い
っ
て
家
の

中
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
の
は
、
体

に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
思
い
き
っ
て

外
に
出
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ

り
、
家
族
で

ハ
イ
キ
ン
グ
や
水
泳
な

ど
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
、
っ
か
。

使
用
と
か
、

家
庭
用
電
気
器
具
な

ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
電
波
障
害
を
防
止
す
る
こ

も
う
一度
お
確
か
め
を

自
動
車
検
査
証

車
を
廃
車
し
た
と
き
や
名
儀
を
変

更
し
た
と
き
は
、
早
め
に
長
野
陸
運

支
局
ま
た
は
検
査
登
録
事
務
所
で
正

規
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
き
い
。

放
っ
て
お
く
と
、
い
つ
ま
で
も
納

金
が
か
か
っ
た
り
、
思
い
も
か
け
な

い
犯
罪
な
ど
で
迷
惑
を
こ
お
む
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
車
の
自

動
車
検
査
証
を
も
う
一
度
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

中
電
子
供
シ
ョ

l
に

お
出
か
け
を

中
部
電
力
上
国
営
業
所
サ
ー
ビ
ス
課

宮
⑫
1
2
4
0

と
き
:
・
八
月
三
十
一
日
出
午
後
二

時
か
ら
同
四
時

と
ニ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館

対
象
者
:
・
保
育
園
児
・
幼
維
園
児
(
年

長
)
、
小
学
校
低
学
年

入
場
料
・
・
・
無
料

シ
ョ

l
内
容
・
:
ぬ
い

ぐ
る
み
ミ
ユ
|

ジ
カ
ル
「
オ
ズ

の
魔
法
使
い

」
、

コ S
ン B
ク テ
| レ

jレビ
係 イ言 1

'HI ~ 

ア E

レ五
ビ F
図
案'

ス
ク
ー

ル
メ
イ
ツ
の
歌
と
踊
り

・

魔
法
の
電
気
教
室

定

員

:
・
保
護
者
同
伴
を
原
則
と
し
、

千
五
百
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

申
込
方
法
・
:
「干

3
8
6

市
内
中

央
一
七
|
二
九
中
部
電
力
上

田
営
業
所
中
電
子
供
シ
ョ

l
係」

ま
で
、
は
が
き
か
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

料
理
教
室
の

受
講
生
を
募
集

上
回
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
(
⑫

6
8
7
3

上
田
ガ
ス
で
は
、
次
の
と
お
り
料

理
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

と

き
マ
A
組
問

1
九
月
二
日
か
ら
十
二
月

九
日
、
午
前
十
時
か
ら
正
午

マ
B
組
川
W
H
H
九
月
三
日
か
ら
十
一
月

十
九
日
、
午
前
十
時
か
ら
正
午

マ
C
組
附
H
H
九
月
四
日
か
ら
十

一
月

二
十
日
、
午
後
六
時
か
ら
同
八

時

募
集
人
員
・
:
各
ク
ラ
ス
と
も
二
十
名

内
容
・
:
和
・
洋
・
中
華
料
理
、
パ

ン、

お
菓
子

受
講
料
:
・十
二
回
で
九
千
円
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ハ
月
三
十
日
現
在

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

えつ広報-第 940号月16日

中
常
田

奈
良
尾

分漆踏海
野
町

倉

升
大

屋
西
前
山

中
常
田

金

井

中
之
条

諏
訪
部 去戸入

(常
磐
城
二
)

植
田
一貫
旺
さ
ん

(
中
央
四
)

山
本
サ
カ
エ
さ
ん

(
中
央
六
)

小
田
切
正
一
郎
き
ん

西
津
一
貫
さ
ん

田
中
林
五
さ
ん

(
常
磐
城
三
)
諏
訪
部

倉
科
き
の
川
さ
ん
下
塩
尻

芳

池

ひ

き

じ

さ

ん

石

神

田
村
栄
子
き
ん

(

中

央

北

二

)

新

田

竹
内
信
太
郎
さ
ん

(
中
央
四
)
上
紺
屋
町

黒

坂

ひ

ろ

さ

ん

院

内

前

島

喜

悦

さ

ん

八

木

沢

清
水
た
ま
じ
さ
ん
下
之
条

六

川

忠

信

さ

ん

長

島

渡

漣

綱

慶

さ

ん

千

曲

町

馬
場
ほ
と
り
さ
ん
八
木
沢

望
月
浩
美
さ
ん

(
緑
が
丘
二
)
緑
が
丘
北

小

市

四

九

造

さ

ん

笹

井

竹

内

正

夫

さ

ん

上

沢

土
肥
ゆ
き
の
さ
ん
諏
訪
形

和

田

晋

さ

ん

(
中
央
西
こ

片

山

進

き

ん

成
沢
久
光
さ
ん

倉
島
ふ
を
さ
ん

ハ此
戸市

T
A

-
v

七六
二四

七一
八
二

二
八

七六
六

八
六

八
二

八
二

五五六
五一=

八

新丸
堀
町

鍛
冶
町

下
本
郷

岡

野上鎌
田

竹原原
町

。
中
村
菊
枝
さ
ん

小
林
み
つ
め
さ
ん

滝
沢
抄
登
美
さ
ん

(
常
田
二

)

中
曽
根
ぞ
与
す
い
さ
ん

橋
詰
春
枝
き
ん

(
常
入
二

松
津
武
安
さ
ん

(
常
田
二
)

山
漣
吉
子
さ
ん

(
大
手
こ

内
藤
育
造
き
ん

細
川
清
明
さ
ん

回

玉

清

き

ん

春
原
福
太
郎
き
ん

坂
口
ぬ
川
さ
ん

高
橋
守
夫
さ
ん

(
中
央
西
二

中

津

準

さ

ん

大
谷
隼
人
さ
ん

(
材
木
町
二
)

北
津
と
み
の
さ
ん

高
橋
川
ち
よ
さ
ん

(
中
央
こ

池
田
る
川
さ
ん

(
国
分
二

川
谷
徳
美
さ
ん

原

ま

さ

さ

ん

宮
津
君
江
さ
ん

伊
藤
二
郎
き
ん

小
山
る
ぞ
き
ん

七
七

六八八
一五六

八
O

八
三

八

O
ノ、八八四九七 八 八

二 四 一 六 O 七三

八 六 八 二
九一 0 四

九五八
四七一

八
四

下
塩
尻

福

田

北
常
国

蛇

沢

常北
常
田

大
手
町

小
井
田

諏
訪
形

三
好
町

院

内

国

分

北
大
手

中
之
条

野染鷹
匠
町

上

堀

塩
田
新
町

院

内

小

泉

長

島

越

戸

入竹屋

七六
七一

花
火
を
安
全
に

八
0 0 

花
火
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
花
火
を
安
全
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

O
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
守

り
ま
し
ょ
、
つ
。

O
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

O
風
が
強
い
と
き
は
や
め
ま
し
ょ
、
7
。

O
水
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
大
人
が
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

O

一
本
ず
つ
遊
び
ま
し
ょ
う
。

O
正
し
く
点
火
し
ま
し
ょ
う
。

O
途
中
で
火
が
消
え
て
も
簡
の
中
を

の
ぞ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
や
め
ま
し

ト
也
、
寸
ノ
。

O
ポ
ケ

ッ
ト
な
ど
に
入
れ
て
お
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

七
八

七
七

八八五九八七
六四三二一四

五
五

七一
七
八

七
八

七
五

七 七 六八六八
七 三 六二六七

社会保険出張相談日九九九九町

(8月) t 
(第1火曜日 6日 j 
第 3火曜日 20日 4 

会場…松尾工業株式会社(川辺町) ~ 

(第2火曜日 中止 ゐ

第 4火曜日 27日

会場・・・上回商工会議 所 (大手町)

0各会場とも午前10時~午後 3時

0 お問い合わせ…上回商工会議所 E⑫4500
τ、&庁、叫ν存、吋レ川ト吋レ-.-叫ν叫ト叫〆守、吋レ川ト叫μ守 、唱パ門会川ト吋レ川ト吋レ川ト対レ勾R喧〆ペト吋レ-.-吋レ..... 吋レ々、骨Fす

食千曲川左岸地区

*千幽川右岸地区

佐
藤
マ
ツ
き
ん

(
常
国
二
)

伊
藤
重
義
さ
ん

小
山
初
子
さ
ん

(
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生ごみは水分を十分に切って

本格的な夏を迎え、生ごみの量が増えてきま

した。 生ごみは、水分を十分に切って、しっか

りこん包してお出しください。 また、自家処理

の御協力もお願いします。
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